
「Club けいはんな」の機能強化について
～「けいはんな学研推進機構倫理委員会」の設置～

学研推進機構 村山宣人



• けいはんなにおける「研究開発型オープンイノベーション拠点」の形成の
ため、（公財）関西文化学術研究都市推進機構が関係機関と連携し、
「けいはんなイノベーションハブ」の運用を開始しました。
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けいはんなイノベーションハブ
 現状ではスタートアップ育成が中心
 けいはんなにある特筆すべき支援内容を強化

 グローバル連携
 産学官公住連携
 実証実験支援
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社会的課題の解決を目指した機構民連携のアプローチ

社会的課題

予防・健康づくり、医療・介護費の適正化、外出機会の創出、生活の質の向上、
ソーシャルキャピタルの形成（社会的な絆、地域社会との絆）

「社会的課題の解決」を共通価値とした機構・民の連携が重要

機構が橋渡しとなる
「けいはんなフィールド・ラボ」を設立

• 健康の自分事化
• 高価な測定機器での測定
• 社会貢献
• 臨床試験参加謝礼金

• スピード感と自由度
• 高価な測定機器で計測できる
• 行政部門、アカデミア等と連携
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機能性表示食品の届出等に関するガイドライン（改正 令和2年4月1日） P4-5

機能性表示に必要な要件

 表示しようとする機能性が以下のどちらかで示されている

① 最終製品を用いた臨床試験結果の査読付き論文

② 最終製品もしくは機能性関与成分/部品に関する査
読付き論文（システマチックレビュー）

ヒトを使った試験（ヒト試験）の場合、

論文化にはIRB承認番号とUMIN番号が必須

• IRB承認番号：倫理委員会による試験計画承認

• UMIN番号：厚生労働省への臨床試験登録番号
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けいはんなフィールド・ラボ 5/7
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https://keihanna-inv-hub.jp/
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